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福岡市NPO活動推進補助金事業 
活動報告 

公民館がママの学び拠点に「じぶんミガキ講座」事業 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■OKです！

http://www.mamawork.net/


 

 
企業 育児期女性 

ママと企業との 
つなぎ役（窓口） 

NPO法人 

ママワーク研究所 

仕事を通じて 
能力を発揮 

より豊かな人生を 

有能なスタッフの 
サポートを得て、 

更なる発展 

ママワーク研究所は 
「子育てしながら自分らしく働きたいと願う、ママ達のサポーター」 

  はじめに 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■OKです！




 設立年月日 2012年7月20日 

 活動目的  

  （1）育児期女性が柔軟に働ける環境を提供し、母となった女性の緩やかな   
    社会復帰推進 に寄与すること。 

  （2）企業が、有能な育児期女性を活用できるよう支援し、経済活動の発展 
    に寄与することを目的とする。 

 活動概要 

  「もう一度働く」に向けてのイベントやスクールの企画運営、子育てに配慮ある 
お仕事情報の配信、ママの柔軟な働き方を実現するママオフィス事業といった、 
“ママ”×“企業（就労）”をつなげる活動をしています。 

  団体概要 
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http://www.mamawork.net/


事業名：公民館がママの学び拠点に「じぶんミガキ講座」事業 

  事業内容① 
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目的： 「いづれ社会復帰」を希望しているママを応援 

再就職に必要なスキルも、子育て期の女性達はまとまった時間がないために 
都市部でのスクールや講座に通えない方が多数 
 
「いつか再就職」を願う女性達が、スキルを得て自信を持ち、 
より社会活動に積極的に関わっていくためサポートをする 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
結婚・出産等を契機に仕事を辞める女性たちは5割を超えます。その中でも「いづれ社会復帰」を希望している方が7割超というのが現状。必要な基礎スキルのパソコンスキルも、子育て期の女性達は、まとまった時間がないために都市部でのスクールや講座に通えない方が多数派です。

子供会や自治会等の地域活動でより活躍したり、「いつか再就職」を願う女性達が、スキルを得て自信を持ち、より社会活動に積極的に関わっていくエンパワーメントを目的とします。
子育てとの両立の不安を抱えています。そのため、限られた時間で子どもとしっかり向き合うコツを伝えるミニセミナーや、活躍する女性ロールモデルとの交流時間も盛り込んだ内容とし、積極的な社会参加を後押しします。

また、公民館の活性化（３０代～４０代女性の公民館利用向上



  事業内容② 
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事業詳細：ＰＣスキル習得と社会復帰支援で構成（毎回90分） 

子育てとの両立の不安を抱えているママたちに、 
両立のコツを伝えたり、参加者同士の交流の時間を設け積極的な社会参加を後押し 

［Ａ］PCスキル講座として、ベーシックな基礎を学びます 
第1回「いつか学びたかったWord」（60分） 
第2回「いつか学びたかったExcel」（60分） 

［Ｂ］社会復帰支援講座（地域活動や再就職、育休復帰など） 
「限られた時間でしっかり子どもと向き合うコツ」 
「参加者交流会」（30分） 

※全講座託児付き 
※サポートに再就職希望ママ 

PC基礎スキルで自信 
資料代：500円/回 



  事業報告 
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■実施公民館 
開催公民館 区 参加人数 
今宿公民館（11/9・16） 西区 8名 
花畑公民館（11/22・29） 南区 13名 
有田公民館（11/28・12/5） 早良区 23名 
三苫公民館（12/13・20） 東区 13名 

■公民館の声 

・子育て中のママが、公民館に来る 
よいきっかけになりました。 
 
・働く意欲があるママたちが 
こんなにこの地域にいることに驚きました 
 
 
 
 
 



  事業報告 

■参加者の声 

・毎年、年賀状作成に困っていました 
 早速今年の年賀状に役立てたいです！ 
 
・再就職を考えています 
 講座を受けて、一歩踏み出せました 
 
・ワンコインで託児つきはありがたかったです 
 久しぶりに自分の時間が持てました！ 
 
・子供の成長はうれしいが、自分らしさも取り戻したい 
 そのことを考えるきっかけになりました 
 
・求人誌をみても『Word Excel出来る方』は省いていた 
 が理解度が増した これからチャレンジしたいです！ 
 
 



  事業報告 

【今後の課題】 

・公民館には貸出用のパソコンがなかったので、参加を断念する方もいた 
 
・『Word、Excelのバージョン』や「パソコンの習得度」の違いどう対応するか 
 再検討する必要がある 
 
・公民館のイベントと重なっており、申し込みが少ない日程もあった 
 駐車場も混み合い、開始時間が遅れてしまった 
 
・公民館によって、集客の違いが出た 
 地域のスーパーに手製のチラシを置いていただいた公民館もあり、 
 今後、どうやってイベントを地域の方に案内していくかを考える必要がある 
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